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受章者代表謝辞

日本消防協会長表彰

消防庁長官表彰伝達



□功　労　章（１名）
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 伊　藤　　　智

□永年勤続功労章（76名）
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 森　川　正　明 秋田市消防本部 消　防　監 伊　藤　弥真彦
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 杉　山　暁　人 秋田市消防本部 消防司令長 金　森　一　彦
　横手市消防本部 消防司令長 菊　地　俊　宏 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 後　藤　　　実
 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 古　仲　秀　公 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 菅　原　　　寿
 由利本荘市消防本部 消防司令長 鈴　木　　　忠 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 高　橋　宏　和
　能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 田　村　　　要 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 永　井　　　守
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 長　門　　　勝 由利本荘市消防本部 消防司令長 野　口　　　元
 にかほ市消防本部 消防司令長 本　間　德　之 秋田市消防本部 消防司令長 三　浦　直　志
 湖東地区消防本部 消 防 司 令 鎌　田　誠　吾 北秋田市消防本部 消 防 司 令 小　林　喜　博

 三種町消防団 副　団　長 石　井　義　則 秋田市消防団 副　団　長 小　林　久　光
 三種町消防団 副　団　長 小　林　憲　夫 横手市大雄消防団 副　団　長 小　林　雅　樹
 男鹿市消防団 副　団　長 齊　藤　英　一 潟上市消防団 副　団　長 三　浦　　　司
 潟上市消防団 副　団　長 吉　田　　　初 仙北市消防団 分　団　長 青　柳　良　信
 仙北市消防団 分　団　長 浅　利　　　弘 秋田市消防団 分　団　長 足　利　正　雄
 横手市大森消防団 分　団　長 嵐　田　正　夫 羽後町消防団 分　団　長 池　田　茂　英
 横手市横手消防団 分　団　長 池　田　　　猛 北秋田市消防団 分　団　長 石　川　嘉　孝
 由利本荘市消防団 分　団　長 大　友　　　豊 鹿角市消防団 分　団　長 大　西　照　雄
 上小阿仁村消防団 分　団　長 加賀谷　和　敏 横手市十文字消防団 分　団　長 柿　﨑　孝　一
 秋田市消防団 分　団　長 ⻆　田　　　茂 能代市消防団 分　団　長 菊　池　敏　幸
 井川町消防団 分　団　長 小　林　悦　夫 大館市消防団 分　団　長 小　松　喜　悦
 大館市消防団 分　団　長 斎　藤　重　春 八峰町消防団 分　団　長 佐々木　一　雄
 大仙市消防団 分　団　長 佐々木　克　己 美郷町消防団 分　団　長 佐々木　吉　則
 由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　良　一 横手市雄物川消防団 分　団　長 佐　藤　一　夫
 にかほ市消防団 分　団　長 佐　藤　正　隆 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　勇　二
 大館市消防団 分　団　長 下　山　良　春 大仙市消防団 分　団　長 菅　原　信　一
 秋田市消防団 分　団　長 杉　山　吉　則 大館市消防団 分　団　長 髙　橋　一　明
 湯沢市消防団 分　団　長 高　橋　　　廣 由利本荘市消防団 分　団　長 田　口　明　高
 大仙市消防団 分　団　長 田　口　一　男 鹿角市消防団 分　団　長 田　口　義　博
 男鹿市消防団 分　団　長 千　田　信　男 羽後町消防団 分　団　長 土　田　定　一
 男鹿市消防団 分　団　長 登　藤　輝　美 能代市消防団 分　団　長 戸　松　正　師
 能代市消防団 分　団　長 成　田　専　一 北秋田市消防団 分　団　長 畠　山　喜久雄
 五城目町消防団 分　団　長 畠　山　正　之 仙北市消防団 分　団　長 福　岡　克　巳
 大仙市消防団 分　団　長 藤　嶋　俊　彦 大仙市消防団 分　団　長 藤　谷　知　義
 藤里町消防団 分　団　長 細　田　直　人 大仙市消防団 分　団　長 堀　井　正　文
 北秋田市消防団 分　団　長 村　上　俊　久 大仙市消防団 分　団　長 八　嶋　健　一
 大館市消防団 分　団　長 山　本　順　貴 由利本荘市消防団 分　団　長 湯　田　欽　一
 八郎潟町消防団 分　団　長 渡　部　勝　則 小坂町消防団 副 分 団 長 浅　利　和　彦
 横手市平鹿消防団 副 分 団 長 柴　田　克　弘 横手市山内消防団 副 分 団 長 山　田　鉄　夫

□竿頭綬（１消防機関・１消防団）
　横手市消防本部・横手市大森消防団

□消防団協力事業所表示証（２事業所）
　ＡＬＳＯＫ秋田株式会社　　　学校法人ノースアジア大学 秋田看護福祉大学
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□無火災表彰（３町村）
　小　坂　町　　　井　川　町　　　東 成 瀬 村

□表彰旗（１消防団）
　仙北市消防団

□竿頭綬（３消防団）
　秋田市消防団
　大仙市消防団
　横手市横手消防団

□功績章（20名）
 鹿角市消防団 副　団　長 板　橋　和　男 大館市消防団 副　団　長 北　村　鉄　正
 大館市消防団 部　　　長 虻　川　久美子 北秋田市消防本部 消 防 司 令 高　橋　憲　二
 藤里町消防団 分　団　長 伊　藤　千　宏 能代市消防団 分　団　長 田　中　　　徹
 男鹿市消防団 団　　　長 鈴　木　敏　信 五城目町消防団 副　団　長 藤　井　好　春
 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　　　均 秋田市消防団 分　団　長 大　島　昌　良
 由利本荘市消防団 副　団　長 伊　藤　　　博 にかほ市消防団 分　団　長 佐　藤　正　隆
 仙北市消防団 団　　　長 荒木田　俊　一 大仙市消防団 副　団　長 小田嶋　俊　一
 大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　裕　藏 横手市増田消防団 副　団　長 松　井　大　作
 横手市山内消防団 団　　　長 藤　原　　　博 横手市大森消防団 副　団　長 髙　橋　亮　介
 湯沢市消防団 副　団　長 近　野　　　仁 湯沢市消防団 分　団　長 奥　山　優　一

□精績章（47名）
 鹿角市消防団 分　団　長 湯　瀬　誠　喜 鹿角市消防団 分　団　長 兎　澤　秀　隆
 小坂町消防団 分　団　長 成　田　高　雄 大館市消防団 分　団　長 虻　川　　　弘
 大館市消防団 分　団　長 木　村　校　一 大館市消防団 部　　　長 髙清水　タマ子
 北秋田市消防団 分　団　長 宮　野　一　俊 上小阿仁村消防団 分　団　長 武　石　忠　夫
 北秋田市消防本部 消 防 司 令 木　村　誠　一 三種町消防団 副　団　長 石　井　義　則
 能代市消防団 分　団　長 工　藤　博　史 三種町消防団 分　団　長 板　倉　吉　孝
 能代市消防団 分　団　長 工　藤　正　勝 男鹿市消防団 副　団　長 児　玉　利　則
 潟上市消防団 分　団　長 奈　良　仁　寿 五城目町消防団 分　団　長 畠　山　正　之
 大潟村消防団 副　団　長 三　浦　　　修 秋田市消防本部 消防司令長 小　野　秀　悦
 秋田市消防本部 消 防 司 令 佐　藤　　　匡 秋田市消防本部 消 防 司 令 川　辺　伸　治
 秋田市消防本部 消 防 司 令 鎌　田　忠　晴 秋田市消防団 分　団　長 菊　地　公　明
 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　信　義 由利本荘市消防団 分　団　長 阿　部　昭　彦
 由利本荘市消防団 分　団　長 田　口　明　高 由利本荘市消防団 分　団　長 金　森　久　雄
 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　正　樹 由利本荘市消防団 分　団　長 長谷山　　　満
 にかほ市消防団 分　団　長 須　田　　　敦 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 森　川　正　明
 大仙市消防団 副　団　長 佐々木　　　茂 大仙市消防団 副　団　長 西　嶋　次　男
 美郷町消防団 分　団　長 奥　山　幸　誠 仙北市消防団 副　団　長 渡　辺　勇　悦
 美郷町消防団 分　団　長 照　井　正　明 横手市消防本部 消 防 司 令 富　岡　公　夫
 横手市消防本部 消 防 司 令 讃　岐　勝　美 横手市横手消防団 分　団　長 池　田　　　猛
 横手市大雄消防団 副　団　長 古　内　良　美 横手市大森消防団 分　団　長 嵐　田　正　夫
 横手市雄物川消防団 分　団　長 佐　藤　一　夫 湯沢市消防団 分　団　長 菅　原　正　則
 羽後町消防団 分　団　長 池　田　茂　英 湯沢市消防団 分　団　長 阿　部　　　博
 湯沢市消防団 副 分 団 長 阿　部　優　志 湯沢市消防団 副 分 団 長 武　石　吉　廣
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 榎　本　永一朗
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第１期　入校者名簿
消防団名 階　級 氏　名

鹿 角 市 消 防 団 班 長 工 藤 和 広

男 鹿 市 消 防 団 班 長 原 田 義 一

八郎潟町消防団 班 長 齊 藤 　 新

八郎潟町消防団 班 長 伊 藤 昭 博

由利本荘市消防団 分 団 長 阿 部 昭 彦

由利本荘市消防団 副分団長 佐 藤 善 文

由利本荘市消防団 分 団 長 佐 藤 正 幸

由利本荘市消防団 副分団長 高 沢 　 敦

由利本荘市消防団 部 長 石 塚 　 崇

由利本荘市消防団 分 団 長 大　場　太喜夫

にかほ市消防団 部 長 福 川 貴 志

湯 沢 市 消 防 団 部 長 佐々木　忠　夫

湯 沢 市 消 防 団 部 長 長　山　儀一郎

　

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
教
育
訓
練

の
指
揮
者
と
な
る
部
長
又
は
部
長
と
同
等

の
実
務
経
験
を
有
す
る
班
長
、
副
分
団
長

及
び
分
団
長
を
対
象
と
し
た
、
消
防
団
員

幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科
現
場
指
揮
課
程
を

三
月
一
七
日(

土)

か
ら
一
八
日(

日)

ま
で

秋
田
県
消
防
学
校
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

本
課
程
は
、
部
隊
を
と
り
ま
と
め
る
知

識
・
技
術
の
修
得
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
指
揮
幹
部
科
分
団
指
揮
課
程
と
併
せ

て
修
了
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
の
活
動
時

に
お
け
る
指
揮
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、

「
き
章
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
の

団
幹
部
職

員
の
皆
さ

ん
は
、
真

剣
な
取
り

組
み
で
訓

練
に
励
み

現
場
指
揮

者
と
し
て

の
職
責
の

自
覚
、
規

律
は
も
ち

ろ
ん
、
的

確
な
現
場

指
揮
及
び

安
全
管
理
を
行
う
た
め
の
能
力
向
上
の
目

的
を
達
成
し
修
了
し
ま
し
た
。

ガンノズルによる放水訓練

救命士による救助訓練

指
揮
幹
部
科
現
場
指
揮
課
程

 　
　
　

第
一
期
を
実
施
し
ま
し
た

エンジンカッターによる切断訓練

コンビツール取扱い訓練
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

　

秋
田
県
消
防
協
会
第
三
回
理
事
会
が
三

月
二
三
日(

金)

、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル

み
ず
ほ
」
で
開
催
さ
れ
、
平
成
三
〇
年
度

事
業
計
画(

案)

や
収
支
予
算(
案)
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、「
若
手
消
防
団
員
を

対
象
と
し
た
行
事
の
開
催
」
等
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会

平
成
三
〇
年
度

 
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　
　
　
　
　

 

承
認
さ
れ
る

 事　業　項　目 実　施　時　期

 第１　消防思想普及啓発事業

 　１．火災予防運動の推進 年間

 　２．防火ポスターコンクールの実施 平成30年6月～

 　３．殉職者慰霊に関する事業

 　　⑴　秋田県殉職消防職・団員慰霊祭 平成30年8月22日

 　　⑵　全国消防殉職者慰霊祭 平成30年9月12日

 　４．広報紙の発行とホームページの開設

 　　⑴　新聞「消防秋田」の発行 毎月1回(1,100部)

 　　⑵　ホームページでの情報提供 年間

 第２　地域消防防災力向上推進事業

 　１．消防団員の教養研修

 　　⑴　現地教養研修の実施 年間

 　　⑵　秋田県消防大会の開催（横手市） 平成30年6月30日

 　　⑶　各種研修会等への参加

 　　　・女性消防団員教育訓練 平成30年10月27日～28日

 　　　・全国女性消防団員活性化滋賀大会 平成30年11月9日

 　　　・消防団員指導員研修 平成30年11月17日～18日

 　　　・消防団幹部特別研修 平成31年1月15日～18日

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(男性) 平成31年1月30日～2月1日

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(女性) 平成31年2月13日～15日 

 　２．消防操法大会の開催

 　　⑴　秋田県消防操法大会 平成30年9月1日

 　　⑵　全国消防操法大会(富山市) 平成30年10月19日 

 　３．消防団活動の活性化

 　　⑴　女性消防団ネットワーク会議の開催 平成30年11月

 　　⑵　消防団長研修 平成30年12月7日 

 第３　消防職団員福利厚生事業 年間

 第４　消防互助会事業 年間

 第５　会議の開催

 　　⑴　定時評議員会 平成30年5月29日

 　　⑵　理事会 年3回開催

 　　⑶　会計監査 平成30年4月20日

 　　⑷　消防実務担当者会議 平成30年6月8日

平成30年度主な事業計画

平成30年度収支予算
 勘定科目・主な事業費 予　算　額

事業活動収入計

　消防互助会掛金

　事業収入

　補助金等

　負担金

　年会費

　その他収入

事業活動支出計

　火災予防運動の支部活動費

　消防思想普及啓発費

　秋田県消防大会費

　女性消防団員研修費

　秋田県消防操法大会費

　支部消防操法大会助成費

　全県消防団長研修会費

　女性消防団ネットワーク会議費

　消防互助会見舞金支出

　その他支出

当期一般正味財産増減　

一般正味財産期首残

一般正味財産期末残

　基本財産

（単位：円）

31,411,300

5,533,000

291,000

12,819,000

6,587,000

5,670,000

511,300

31,411,300

900,000

2,607,000

894,000

212,000

1,409,000

900,000

326,000

445,000

1,500,000

22,218,300

0

110,000,000

110,000,000

3,000,000
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消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

　

日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
四
四
回

消
防
団
幹
部
特
別
研
修
及
び
第
一
七
回
消

防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、
日
本

消
防
会
館
（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
参
加
し
た
六
名
の
受
講
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

一
月
九
日(

火)

か
ら
一
二
日(

金)

ま
で

の
四
日
間
に
わ
た
り
、
日
本
消
防
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
研
修
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
最
初
に
日
本
消
防
協
会
の
秋

本
会
長
よ
り
、
ご
講
話
、
次
に
総
務
省
消

防
庁
か
ら
は
消
防
行
政
や
防
災
対
策
に
つ

い
て
最
新
の
動
向
や
施
策
を
学
び
、
ま

た
、
消
防
団
実
務
、
火
災
防
ぎ
ょ
な
ど
を

目
的
と
し
た
図
上
訓
練
の
実
施
方
法
等
を

受
講
し
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
、
本
研
修
で
習
得
し
た
知

識
・
情
報
を
参
考
に
、
分
団
長
を
対
象
と

し
た
災
害
に
お
け
る
図
上
訓
練
を
県
消
防

学
校
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
研
修
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

視
察
研
修
で
は
、
東
京
消
防
庁
第
二
方

面
本
部
消
防
救
助
機
動
部
隊(

ハ
イ
パ
ー

レ
ス
キ
ュ
ー)

の
方
々
か
ら
、
主
に
大
規

模
災
害
で
使
用
す
る
最
新
の
特
殊
車
両
や

救
助
活
動
用
資
機
材
等
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
、
消
防
団
に
よ
る
救

助
活
動
に
お
い
て
も
必
要
と
な
る
救
助
資

機
材
等
を
こ
の
手
で
触
れ
る
こ
と
も
で

き
、
知
見
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
我
が
消

防
団
装
備
の
充
実
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
最
終
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
討
議
し

て
き
た
課
題
に
つ
い
て
各
班
か
ら
研
究
発

表
が
あ
り
、
私
の
班
で
は
、
「
消
防
団
を

中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
の

具
体
的
方
策
に
つ
い
て
」
を
討
議
し
ま
し

た
。
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
生
の
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
我
が

消
防
団
の
今
後
の
取
り
組
み
に
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
を
越
え
た
交
流
・
研
鑽
が

で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
意
見
交
換
会
で
は
全
国
の
団
長
・

副
団
長
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
地
域
で
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
・
実
情
な
ど
、
と

て
も
有
益
な
情
報
交
換
が
で
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
研
修
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
館
市
消
防
団

団
長

　

齋
藤
　

勉

　

今
年
一
月
三
一
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で

の
三
日
間
、
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
が
主
催
す
る
第
一
七
回
消
防
団
幹
部
候

補
中
央
特
別
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

日
程
の
中
で
特
に
重
点
を
置
い
て
い
る

の
は
、
十
班
ま
で
編
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

で
、
将
来
問
題
と
な
る
課
題
を
抽
出
し
、

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
で
私
は
、
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

が
進
む
中
で
の
効
果
的
な
活
動
方
策
」
に

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

　

対
策
と
し
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
の
勧
誘
、
企
業
や
地
域
に
消
防
団

協
力
事
業
所
制
度
を
活
用
し
て
理
解
を
得

る
こ
と
や
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
等
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
義
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ム
ー
ド
の
中
、
全
国
各

地
で
御
活
躍
さ
れ
て
い
る
消
防
団
の
方
々

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
人
生

で
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
研
修
で

得
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

　

日
本
消
防
会
館
で
行
わ
れ
た
「
消
防
団

幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
」
に
全
国
か
ら

一
〇
四
名
の
消
防
団
員
が
、
ま
た
秋
田
県

か
ら
は
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
に
当
た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長

の
講
話
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
講
師
の

方
々
か
ら
消
防
活
動
・
活
動
事
例
・
防
災

に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
課
題
討
議
で
は
十
班
に
分
か

れ
、
自
分
の
班
は
「
消
防
団
活
動
の
問
題

点
と
解
決
策
に
つ
い
て
」
討
議
い
た
し
ま

し
た
。

　

全
国
各
地
の
消
防
団
の
方
々
と
交
流

し
、
様
々
な
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
今
後

の
消
防
団
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
秋
本
会
長
を
は
じ

め
、
災
害
対
策
や
各
分
野
の
専
門
化
に
よ

八
郎
潟
町
消
防
団

班
長

　

加
賀
谷
真
央

北
秋
田
市
消
防
団

団
員

　

斉
藤
雄
一
郞

秋
田
市
消
防
団

団
員

　

佐
々
木　

剛
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る
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
課
題
討
議
で
は
、
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
全
国
の
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
問
題

点
や
そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
を
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
消
防
団
に
お
け
る
訓
練
の
あ
り
方

に
つ
い
て
討
議
し
た
際
に
、
団
員
個
々
の

技
術
の
差
が
大
き
い
と
い
う
意
見
が
多

く
、
基
本
訓
練
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
し
、
消
防
団
活
動
に

対
す
る
思
い
が
よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
所
属

す
る
分
団
に
伝
え
、
今
後
の
消
防
団
活
動

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、「
第
一

七
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
」

で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
女
性
消
防
団

員
の
消
防
に
対
す
る
熱
い
意
気
込
み
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
楽
し
く
、そ
し

て
、大
変
勉
強
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　

講
習
で
は
、
講
師
の
先
生
方
か
ら
大
変

興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
修
の
メ
イ
ン

で
も
あ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、「
新
た

な
消
防
団
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
」
と
い

う
課
題
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容

を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
活

動
内
容
は
、
画
期
的
な
も
の
が
沢
山
あ

り
、
今
す
ぐ
に
で
も
自
分
達
の
活
動
に
取

り
入
れ
た
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
研
修
で
得
ら
れ
た
知

識
や
人
脈
を
、
消
防
団
活
動
に
生
か
し
て

い
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
研

修
に
参
加
す
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
日
間
の
研
修
で
し
た
が
、
講
義
は
国

の
消
防
防
災
の
第
一
線
で
御
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
の
お
話
で
、
も
っ
と
聞
き
た
い

と
思
う
ほ
ど
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
一
切
眠
気
は
お
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
か
ら
様
々
な
階
級
の
団
員
が
集
ま

り
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
や
課
題
な
ど
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

団
員
と
し
て
、
一
つ
ど
こ
ろ
か
五
つ
く

ら
い
成
長
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
得
ら
れ
た
知
識
、
絆
を
今

後
の
活
動
に
役
立
て
、
女
性
目
線
を
大
切

に
地
域
防
災
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

に
か
ほ
市
消
防
団

班
長

　

佐
々
木
恵
子

湯
沢
市
消
防
団

団
員

　

後
藤
　

綾
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東
成
瀬
村
消
防
団
で
は
、
平
成
二
九
年

五
月
一
日
に
女
性
消
防
団
が
発
足
し
ま
し

た
。

　

一
人
の
女
性
の
、
「
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
か

ら
始
ま
っ
た
女
性
消
防
団
は
、
現
在
で
は

一
〇
名
の
団
員
が
活
動
し
て
お
り
、
地
域

住
民
や
地
元
消
防
団
は
も
と
よ
り
、
湯
沢

市
雄
勝
郡
内
の
消
防
団
か
ら
も
、
そ
の
活

躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は

予
防
啓
発

広
報
活
動

と
災
害
時

に
お
け
る

後
方
支
援

が
メ
イ
ン

と
な
っ
て

お
り
ま
す

が
、
今
年

度
は
村
消

防
大
会(

分

列
行
進
及

び
運
営
補

助)

、
駆
付
訓
練(

避
難
誘
導
等)

、
出
初
式

(

分
列
行
進
等)

に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

と
て
も

や
る
気
の

あ
る
皆
さ

ん
な
の
で

今
後
も
活

動
の
幅
を

広
げ
、
地

域
に
よ
り

密
着
し
た

活
動
が
で

き
る
よ
う

ま
た
、
の

び
の
び
と

活
動
で
き
る
よ
う
、
事
務
局
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

東
成
瀬
村
民
生
課)

　

ま
た
湯

沢
市
消
防

団
で
は
、

平
成
三
〇

年
四
月
一

日
よ
り
機

能
別
消
防

団
員
制
度

を
導
入
し

元
消
防
団

員
か
元
消

防
吏
員
を

対
象
と
し

た
Ｏ
Ｂ
団

員
の
登
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
む
当
市
消
防
団
の

「
東
成
瀬
村
に
女
性
消
防
団
が

　
　
　
　
　
　
　
　

発
足
し
ま
し
た
」

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成30年 平成29年 同期比較
3月 累計 累計3月 年計 3月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

6
4

－  1
5
14
1

－  5

－  1
4
1
5
9
1

－  4

166
19
30
51
266
24
77

44
0
8
7
59
5
15

14
0
1
3
18
1
5

50
4
7
12
73
6
10

13
4
2
8
27
2
1

中
で
、
そ
の
豊
富
な
経
験
・
知
識
を
生
か

し
現
場
で
の
即
戦
力
と
し
て
の
活
動
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
団
本
部
付
で
あ
っ

た
女
性
団
員
の
所
属
に
つ
い
て
、
連
携
が

取
り
や
す
く
活
動
し
や
す
い
体
制
を
整
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
女
性
団
員
の
み

で
構
成
さ
れ
る「
女
性
部
」を
新
設
し
ま
し

た
。今
現
在
一
五
名
の
団
員
が
所
属
し
て

い
ま
す
が
、
女
性
部
団
員
不
在
の
地
域
も

あ
り
ま
す
の
で
、
湯
沢
市
全
体
で
防
災
活

動
等
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う
、
女
性
部
団
員

の
募
集
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
湯
沢
市
総
務
課
総
合
防
災
班
）

〔
情
報
提
供
＝
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部
〕


